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num_rules 
 

 

 key…datumの各要素のどのkeyとマッチさせ
るのか 

 type 

 

 

 

数値をそのまま特徴量として利用する 

num 与えられた数値をそのまま重みに利用 

log 与えられた数値の対数を利用（数値が1以下のときは0） 

str 与えられた数値を文字列として利用 IDなど  重みは1 



string_rules(1) 

 

 type 

 

 

 Sample_weight(各key-value毎の重
みの付け方) 

 

 

str 文字列を分割せずに、そのまま特徴量として利用 

space スペースで分割し、それぞれを特徴量として利用 

bin 重みを常に1とする 

tf 文字列の回数で重み付けする。5回”hello”が出現したら重み5 

log_tf tfの値に1を足してlogを取った値を重みにする。上の例なら重み
は、log(5+1) 



string_rules(2) 

 Global_weight(今まので通算データから
算出される。大域的な重み付け) 

 

 

 

文字列そのままを特徴量として利用する 

 

bin 重みを常に1とする 

idf 文書正規化頻度の逆数を利用する 

文書1000件中で50件にその特徴が含まれた場合の重みは、
log(1000/50)となる。⇒出現頻度が少ないほど大きい重み 



parameter 

 ] 

 

 parameter…アルゴリズムに渡すデータを
指定 

 regularization_weightの値が大きいほ
ど学習が早くなる代わりにがノイズに弱くな
る 


